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ト権 (1/120a)，焼物権 (1/500a)， ポット (1/2000a )， あるいは圃場を区画して小麦























第 1 回(l953~'54 年〉試験
1953年 11月30日に小麦(新中長〕とスズメノテッポウの催芽種子を第1図Aのよう
に栽植した.すなわち，単植区はそれぞれ1株(平均面積452cm2)，5株 (90.4cm2)，10 

























を1: 1 (226cm2)は相対し， 1: 



























区は1株， 3株(平均面積150.7cm2) ， 6株(75.4cm2)，9株(50.2cm2)，12株(37.7cm2)，
混植区は3:3，3:6，3:9，3:12(30.1cm2)に植付け網室下においた.本年は最初は
l穴2粒宛植えておき， 12月21日に各区とも 1本立とした. そして1月27日から4月
14 日まで 5 固にわたって草丈，分けつをしら~， また3月16日， 5月29日の2固に茎葉
重，根重，根数などを前と同様3区制で調査した.なお，欠株は予備苗をつくっておき，




































































































? ? ??? ????
?
??????????っ??



















































































I 3: 3 
混 I3: 6 
植 l'3: 9 













































































I 3: 3 
混 I3: 6 
植¥3: 9 




































{ 1: 1 
混I1: 5 
( 1: 10 










































30 (3ο) 1 (2月中旬〉
伺 O










10 : 10 60 (40) 2 (3月下旬) 5.0 




























2 ( ~ ) 

































1 : 5は360，1: 10は370，5: 1は270，10: 1は450 と自種の密度の疎植のものが，横
臥性の強い傾向があった.第2回試験の3月下旬においてスズメノテッポウ 1株は340，
5株は310，10株は400，小麦との混植1:1は300，1: 5は360，1: 10は470，5: 1は


















%.同9株区が7.4%，同 12株が8.3%，混植3: 3， 3: 6， 3: 9株区が1.8-5.6%， 3 























始，増加が早<.最高分けつ期が 2~3 月下旬であったが，第1. 3 回試験では 4 月中旬
であった.これらの小麦は後に無効分けつとなるものができて，いずれの区も，ほとんど
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は大体一致し，分けつの多い区から順にあげれば小麦は，第1.2回試験ではし 1: 1， 1 
: 5.1: 10. 5. 5: 1， 5: 5. 10. 10: 1. 10: 10.第3回試験ではし 3.3: 3. 3: 6. 
3: 12. 3: 9であれそれは自種の密度の小さいものほど多い.一方，スズメノテッポウ
の分けつの順位は，第1• 2回試験では. 1. 1: 1， 5. 1 : 5. 1: 10. 10. 5: 5. 5: 1. 
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の生育量を調査した. その成績は附表 1~5 表および第 5 図 a ， b のようであった.
附表1---5および第5図a，bを見るに単植区では2，3月の生育初期ではポット当切の
茎葉重は， 両種とも密植区ほど大で， そのちがL、はかな9大きいが， 成熟期になればそ
の差は小さくなる.すなわち， 5株及び 10株値の茎葉重と 1株植のそれの比較は生育初，
中期の小麦では前者が後者の3""'9.5倍，スズメノテッポウでは5---16倍，成熟期では小
麦が1，..，1.3倍，スズメノテッポウが1.8-2.5倍であった.また混績区での小麦は5: 5， 




1: 10区では5.2-32倍， 3: 6， 3: 9， 3: 12区は7-17倍-もあの， また相手種と同数の
1 : 1区は1.5倍， 3: 3， 5: 5， 10: 10区では約4倍，相手種の密度が大きく自種密度の


















では9-29 % (5'" 7 %)， 3: 6， 3: 9， 3: 12区では20.--35% (28.--44 %)， 1: 5区で
は24-34% (46 %)， 1: 10区では40"""63% (82 %)のようにスズメノテッポウの割合









5: 1では92，.99，百 1:1， 3:3区では61""83%，3:6，3:12区では14""'47%， 1: 5 













ば， 5: 5， 10: 10区のように両種とも高密度の場合では， 1本植区の20μ以下となゆ，さ
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た.一方，スズメノテッポウは混植区では5: 1， 5: 5， 10: 1. 10: 10のように相手種が
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5 60 72 1∞ 1∞ 43 45 230 204 24 23 40 49 
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5: 1 100 82 150 1∞ 54 51 120 102 21 20 2.8 5.4 
10: 1 70 69 250 2∞ 26 23 35 115 11 11 0.6 0.9 
1: 5 97 98 2ゆo 150 95 87 275 201 76 79 16 2。
1 : 10 70 48 50 50 57 48 320 252 60 67 13 
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2月22日 小麦 O.∞3 スズメノテッポウ O.∞1
3月15日夕 0.07 ~ 0.002 
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3.1 1.2 10.7 
3.3 1.1 12.7 
3 月 21
3.8 1.4 10.0 
4 月 10
8.9 1.9 61.0 

























10.3( 8-14) 3.5 1.2 
20 (16-23) 2.9 1.1 
12 (9-15) 3.4 1.1 
17 (16-20) 3.6 1.1 
10 (8--12) 3.9 1.3 
20.4(18-23) 3.1 1.1 
4 月
14 (10--20) 6.7 1.1 
29 (21-36) 8.1 1.1 
15 (8-19) 7.3 1.1 
4 月
12 (6--17) 15.5 1.3 





7.9 44.4 81.9 





18.8 41.5 107.7 
24.0 37.1 82.8 
16.8 46.2 87.9 
30 日
88.3 36.3 65.7 
73.0 38.1 112.3 
-208ー








がやや大きいが，混植区では3: 3， 3: 6， 3: 9， 3: 12区とかわゆがなかった.一方，小
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ここに得られた地上部 (x)に対する根部 (y)の回帰係数bも. またいずれも著しい有
意性があり，この回帰係数によって小麦の生育の初，中期の茎葉重 1gに対する推定根重
は0.569.，0.613g (生重)，同初，中期の推定根数は1.14""'1.189本，後期のそれは3.28



















新中長を 1 株当~ 15粒程度を播種， 3.3m2 当 ~ 22株(平均面積1500cm2)， 10日後に各
種の除草剤で発芽前処理(矯種後作物の発芽前に覆土上に撒布する方法〉を行ない，後に
谷溝は中耕除草し，時溝内の雑草はいろいろの発生状態を示した.そのうち，薬害のない


























の位置に圃場に生育していた草丈 3~4cm A B 
のスズメノテヅポウ 5~10 本， 草丈 2~3
cm のノミノフスマ 5~6 本，草丈1O~15
cm のヤエムグラ 2~3本をそれぞれ 1 株






















202 g (小麦 1 株当ゅの雑草株数は 3~8本)にわけた.また第 10 表 a ， b と同国 C は 2 条畦
で24株密度の小麦，裸麦において6区ずつにわけ，小麦は295g(株間 126g).559g(同222
























A :a c 






群落量ではA==B==C，C==D==E==F==G==H， A>D， D>H， A>Gの関係が見ら










区， 1956....'57年は73区を用いて小麦は5株密度で，平均雑草量を前年は1区5.2g (51 











































A=B=C=D， D=E>F， A 
=D，穀重および群落量ではA=
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A......除 草 B…・・・ヤエムグラ C・・・…ノミノフスマ+ヤエムグヲ
D……ノミノフスマ E・・・・・・スズメノテ yポウ F……無除草
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がない.されど，それを 33.，250g (n = 42)のように区切ったときのrは-0.6073， (-
0.5520)で，それらは1%水準で有意性がある.また151-加Ogまで (n=30)ではrは
-0.314 (ー 0.284)，151-350 gでは(n=羽)-0.314(，-0.3410)で，前者は有意性がなく，
後者はそれが認められた.つぎに2条畦小麦での総重r=ー 0.5403，(穀重r=ー 0.7203)， 
同様に2条蛙裸麦でのr= -0.6099， (-0.6107)，1/5∞a権のr=ー0.7333，(--0.6474)，
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乾雑草 乾雑草
os. (ノミノフスマ) @G. (ヤエムグラ)
()S +G (ノミノフスマ+ヤエムグラ〉 ⑥A. (スズメノテッポウ〉
第 20図 小麦量と主要雑草種類との相関及び回帰
-220ー
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纏めに (n=19)すれば生重で r= -0.7685 
































































雑草 (x)に対する小麦 (y)の回帰係数は b=r・Sy/Sx なので， bの値は両者の相






























































c-(X-O. 942)(Y -0 006)=0.2403 
E 1 2 
第 23図
3 4 5 
b 小麦とスズメノテッポウとの相関図
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第 23図 a (1954. 6.8) 
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もし， 3.3m2 当 ~ 120~210g を平均雑草量にとれば費曲点雑草量は 90~150g となる.よ
って減収の点からのみならば 3.3m2 当 ~1∞ g 程度の雑草量ならばそのまま放任しても差
支がなL、，しかし雑草量が150g(群落比7.5%)では費曲点雑草量が110gなので40g(除
草率27%)， 300g以上では170gが費曲点なので除去は130g (同 43%)， 500gでは同
330g (同 66%)， 1 kgでは同 830g (同 83%)以上の雑草を除〈必要がある.また，株
数からいえば1株重の大小によって大きくちがうが，圃場では3.3m2当ち小麦密度が24





1 : 0 
図版1・，小麦とスズメノテッポウの単植および混植における生育中期のスズメノ
テッポウの協同および畿争現象


























5: 5 10: 10 
10 
図版3，小麦とスズメノテッポウの単植および混植における生育後期の状況
1 : 0 1 : 0 1 : 5 1 : 1 10: 1 5 : 1 1 : 1 
10 5 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3月 5月 2月 3月 5月
30日 19日 22日 30日 19日
43.1" 羽fmfsu.mf 
26.9 51.3 61.4 
47.4 14.2 23.8 
44.0 56.9 31.7 
24.1 48.5 16.7 
30.2 31.4 44.7 
15.3 24.8 34.2 
21.5 5.6 3.8 
21.9 28.4 4.5 
11.1 29.5 4.4 







0: 5 57.4 48.7 61.9 
0:10 93.3 55.7 79.1 
1: 5 85.2 58.1 44.8 
1 : 10 144.9 66.4 72.4 
5: 5 104.3 79.8 101.5 
10 : 10 76.9 101.9 97.1 
27.6 18.3 18.1 
31.2 13.9 14.6 
30.8 13.4 22.5 
21.6 21.0 20.8 
51.4 40.0 31.0 
39.0 35.8 32.9 
‘ 28.4 
13.0 45.3 41.1 
33.9 13.6 17.9 
43.1 61.1 6.7 
9.7 39.3 15.5 
28.9 32.5 32.2 
38.6 27.6 57.6 
48.4 43.6 57.5 
88.4 27.0 42.1 
52.7 35.2 60.1 
66.8 11.9 70.8 






3: 3 17.7 
3: 6 21.7 
3: 9 25.0 
3: 12 18.8 
2月14日 3月5日 3月24日 4月14日 5月29日 5月29日
草丈分けつ草丈分けつ 草丈分けつ草丈分けつ草丈分けつ全乾重
'‘'‘"‘..暢 . 14.2 0.46 9.8 29.8. 10.0.24.3 5.8 21.9 
12.6 0.47 13.9 20.3 8.8 21.8 5.7 9.1 
16.2 0.42 13.4 10.4 11.5 19.9 6.8 18.1 
18.4 0.34 18.6 25.5 14.2 19.1 10.1 19.0 






























22.9 34.9 25.4 42.7 18.5 32.4 
26.8 35.8 26.0 32.2 16.5 31.1 
28.9 43.8 27.4 36.2 30.5 34.2 
21.3 36.5 20.5 26.8 20.1 30.5 
27.8 34.5 25.8 25.8 29.9 35.9 
24.2 32.5 19.7 25.5 11.1 20.9 


























N R P 回帰方程式 P 
1955年2月22日
麦 97 0.9475 P<0.01 Y =ー 0.78∞+0.6131X P<0.01 
茎葉重根数 97 0.7471 P<0.01 Y = 11.7480ト1.1431x P<0.01 
分けつ根数 97 0.7227 P<0.01 Y = 9.3496+ 1.6173x P<0.01 
スズメノ {茎賠根重 57 0.8933 P<0.01 Y = 0.0192+ O.4440x P<O.01 
テヅ'ポウ生重 茎業重線数 87 0.8324 P<O.01 Y = 7.8伺H・30.4126xP<O.01 
分けつ根数 87 0.8165 P<0.01 Y = 4.7117+ 2.9606x P<O.01 
1955年3月30目
吉E 生霊茎業重根数 95 0.7456 P<0.01 Y = 29.4699+ 1.1897X P<0.01 
分けつ根数 95 0.8717 P<0.01 Y = 17.2252+ 4.0720x P<0.01 
スズメノ (茎鰭根重 91 0.9304 P<0.01 Y = 0.2625+ O.5510x P<O.01 
テヅF ボウ生1 茎業重根数 91 0.6969 P<0.01 Y"" 44.7614+ 9.4390x P<O.()1 
分けつ根数 89 0.8526 P<0.01 Y'" 20.4299+ 4.8408x P<O.01 
1955年5月19目
支 生霊茎業重根数 98 0.9188 P<0.01 Y = 37.5257+ 0.9851 x P<0.01 
分けつ根数 98 0.8804 P<0.01 Y = 0.8612+15.0750x P<0.01 
スズメノ {茎業重根重 91 0.9645 P<0.01 Y =ー 0.1897+0.3266x P<0.01 
ずポウ生震 茎葉重根数 92 0.9335 P<0.01 Y = 51.1332+ 5.4496X P<0.01 
分けつ根数 91 0.9697 P<0.01 Y = 31.8864+ 8.7396x P<0.01 
1956年3月16日
書E 生重茎葉重根重 48 0.9175 P<0.01 Y = 0.0347+ 0.5691x P<O.01 
分けつ根数 48 0.5789 P<0.01 Y = 8.9964+ 1.1776x P<O.01 
スズメノ 生重茎葉重根重 177 0.9634 P<0.01 Y =ー 0.0084+0.5078x P<0.01 
テγポウ 分けつ根数 177 0.6194 P<0.01 Y = 6.5ω6+ 2.2483x P<O.01 
1956年5月29日
麦 乾重茎業重根数 48 0.8408 P<0.01 Y = 55.3206+ 1.3587X P<O.01 
分けつ線数 48 0.7803 P<0.01 Y = 52.5398+ 3.4977X P<0.01 
スズメノ 乾重茎業重根数 183 0.7964 P<0.01 Y =101.509 + 9.7370x P<0.01 
テγポウ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ? ? ?
?










































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ?? ? ?
?






? 、 ?? 、 ? ?
、
?


















































































? ? ? ?
?
?
? ? ??
?
?
? ?
?
，
，
?
?
?
?
，
? ?
『
? ? ?
?
?
?
群
落
量
作
物
比
雑
草
比
雑
草
萱
区 ?
?
?
?
?
?
?
?
? 各
区
8
-
1
2区
平
均
，
小
麦
1
株
当
り
の
緯
掌
1
4
-
6
2本
，
本
表
以
外
の
雑
草
本
数
の
区
間
差
A
<
B
<
C
<
D
<
E
<
F
<
G
，1
 <
r
r
，
 Il 
=l
li
=
lV
 ，l
V<
V
 
<
V
I
<V
Il 
備
考
雑
草
種
類
と
小
麦
及
び
群
落
量
と
の
関
係
(
19
56
.
コ
ン
ク
リ
ー
ト
権
〉
附
表
12
乾
作
物
比 鴨
説副
I)
.(
)
20
.2
 
13
.6
 
10
.8
 
8.
1 
塗
穀
重
A
>
F
 
A
=
B
 
B
=
C
 
C
=
D
 
D
=
E
 
;t 
重
1∞
分
比
-
ー
20
8.
3土
9.
03
10
0.
0 
A
>
 
F
 
A
>
 
F
 
18
9.
0
土
8.
71
90
.4
 
A
=
B
 
A
=
B
 
19
6.
0土
11
.1
5
94
.0
 
B
=
C
 
B
=
C
 
20
6.
3土
9.
60
99
.0
 
C
=
D
 
C
=
D
 
18
4 ・3
土
8
.
4
2
ω
.
6
D
=
E
{
A
>
E
l
D
=
E
 
8
1
.
7
{
D
=
F
 
D
>
F
 
l
E
=
F
 
E
=
F
 
間
乾
重
区
生
重
穀
重
1∞
分
比
・
唖
5(
3.
9土
.2
2.
制
10
0.
0
48
1.
0土
26
.1
4
88
.4
 
51
4.
0土
28
.9
6
94
.4
 
52
4.
3
土
21
.4
4
96
.4
 
47
3.
4
土
18
.1
3
87
.0
 
乾
Zl
 
1∞
分
比
11 
，‘ 
1側
担
5.
3土
40
.2
3
1∞
.0
 
95
1.
0土
35
.4
4
89
.1
 
10
10
.0
土
47
.5
1
94
.7
 
1∞
.7
土
38
.1
2
94
.4
 
98
7.
6
土
39
.5
4
92
.6
 
生
区
数
株
数 ?
?
?
?
?
?
除
草
7
小
麦
と
ヤ
エ
ム
グ
ラ
5
 
小
麦
と
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
+
ヤ
エ
ム
グ
ラ
5
小
麦
と
ノ
ミ
ノ
フ
ス
"
7
5
 
小
麦
と
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
10
 
表
?
?
?
5.
4 
E
=
F
 
差
問
区
17
0.
0
土
8.
26
章
80
.8
 
43
9.
4土
24
.3
5
雑
83
.6
 
89
1.
8
土
42
.4
6
5
 
5
 
草
除
11 
F
 
雑
草
比
0.
13
唖
4.
90
 
7.
70
 
10
.5
0 
11
.9
0 
?
?
?
〈
?
?
?
?
?
乾
鎗
-
=
--
・・ー
・・
、
D
<
F
 
A
<
B
 
B
=
C
 
C
<
D
 
D
=
E
 
E
>
B
 
E
>
C
 
E
<
F
 
生
~
匹
'‘
・t
!'
tn
.，_..
.....
._ 
0.
9 
25
刈
2
-
必
)
{o
三
D
29
.1
 
87
.1
(5
9-
12
0)
 
A
<
B
 
46
.8
 
B
=
C
 
印
.1
43
.2
(3
7-
57
) 
C
<
D
 
69
.8
 
56
.0
(3
8-
79
) 
D
 =
 E
 
rE
>
B
 
65
.7
(1
1-
10
7)
 ~ 
E
<
C
 
l
E
く
F
丈
•
 
1∞
分
比
•
 E 
0.
7
土
0.
18
23
.6
土
2.
22
37
.9
土
7.
41
48
.6
土
7.
48
56
.5
土
4.
46
乾
1C
X)
分比
-
0.
8 
32
.9
 
44
.6
 
69
.3
 
65
.4
 
•
 -
2.
2
土
0.
43
75
.4
土
11
.4
3
10
2.
2
土
23
.8
1
15
9.
2
土
20
.3
6
15
0.
2
土
16
.1
5
生
歓
13
.1
土
5.
15
3.
6
土
0.
08
8.
4土
0.
68
6.
8土
0.
73
10
.4
土
0.
83
株
区
数
除
草
7
小
麦
と
ヤ
エ
ム
グ
ヲ
5
 
小
麦
と
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
+
ヤ
エ
ム
グ
ラ
5
小
麦
と
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
5
 
小
麦
と
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
10
 
草
•
 
?
?
?
解
判
事
比
生
乾
液
τ
i
J
7.
38
 
4.
66
 
9.
23
 
6.
80
 
13
.7
0 
8.
49
 
13
.2
0 
10
.7
0 
20
.5
0 
15
.6
0 
小
麦
1株
当
り
.
雑
草
株
数
8.
5
本
，
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
ー
ト
ヤ
エ
ム
グ
ラ
混
区
の
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
線
数
44
，
生
霊
61
.官
官
，
乾
宣
告
.
6
g
，
ヤ
Z
ム
グ
ヲ
の
検
整
40
.
生
霊
36
.4
g
，
乾
重
14
.4
g
で
あ
る
.
無
除
草
区
の
雑
草
構
成
は
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
が
26
株
，
乾
重
3
U
.
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
が
18
株
.
23
g.
タ
類
が
36
株
.
15
g.
ヤ
エ
ム
グ
ラ
が
7
株
.
11
 g
.
そ
の
他
は
4
積
で
3
g
で
あ
る
.
18
.4
0 
C
<
F
 
1∞
.0
 
8 1
.0
土
4.
95
1∞
.0
 
22
9.
6
土
21
.9
0
89
.4
土
25
.9
6
5
 
草
除
無
F
 
整
問
区
干害
群
乾
重
{g~
~ 
B
=
D
 
A
=
B
 
B
=
C
 
C
=
D
 
D
=
E
 
E
=
F
 
生
重
B
<
D
 
A
=
B
 
B
=
C
 
C
=
D
 
D
=
E
 
E
=
F
 
"
 
1∞
.0
 
92
.7
 
10
1.
3
 
10
5.
2 
97
.3
 
95
.6
 
乾
重
1∞
分
比
軍
54
4.
6
土
22
.8
3
50
4.
5
土
27
.0
6
55
1.
5
土
22
.1
2
57
2.
9
::t
18
.0
6 
52
9.
9
土
15
.4
9
52
0.
4
土
25
.7
ひ
1 ∞
分
比 骨
1∞
.0
 
96
.1
 
10
4.
1 
1伺
.1
1侃
.5
10
4.
9 
重
-
10
68
.6
土
40
.6
1
10
26
.4
土
38
.7
6
11
12
.6
土
25
.9
2
11
66
.2
土
37
.2
7
11
37
.8
土
28
.1
4
11
21
.4
土
37
.1
4
5と
株
数
18
.1
 
8.
6 
13
.4
 
11
.8
 
15
.0
 
94
.4
 
区
数 ? ?
?
?
?
?
?
?
?
量
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
』
?
?
』
?
』
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
落
群
?
?
?
?
考
備
